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〜
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
地
域
振
興
に
向
け
結
束
〜 

商
工
会
連
合
会
創
立
６０
周
年
記
念
式
典

　
式
典
は
、
第
一
部
記
念
講
演
で
、

「
夢
を
か
た
ち
に
〜
映
画
監
督
の
仕

事
」
と
題
し
て
、
富
山
市
出
身
の
映

画
監
督
本
木
克
英
氏
が
、
地
元
富
山

と
映
画
の
つ
な
が
り
や
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
影
響
な
ど
、
数
々
の
作
品

を
紹
介
し
な
が
ら
お
話
し
さ
れ
た
。

　
第
二
部
大
会
は
、
冒
頭
に
宮
本

会
長
の
式
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
平

成
26
年
に
、
商
工
会
に
と
っ
て
悲

願
で
あ
っ
た
小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
が
成
立
し
、
小
規
模
事
業
者

の
持
続
的
発
展
を
目
指
す
諸
施
策

が
大
き
く
展
開
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
が
事
業
者
に
寄
り
添
い
な

が
ら
培
っ
て
き
た
、
持
ち
前
の〝
伴

走
型
支
援
〞に
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
商
工
会
連
合
会
は
、

ま
ず
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
の

一
日
も
早
い
回
復
に
全
力
で
努
め

な
が
ら
、
事
業
者
と
地
域
の
明
る

い
未
来
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も

県
下
12
商
工
会
と
一
体
と
な
っ
て
邁

進
す
る
所
存
で
あ
る
。
ま
た
、
商
工

会
は
地
元
市
町
村
の
地
域
振
興
に

お
い
て
も
、
幅
広
い
分
野
で
街
づ
く

り
を
担
っ
て
き
た
実
績
が
あ
り
、
今

後
も
地
域
に
根
差
し
、
地
域
経
済

を
支
え
、
そ
の
発
展
に
寄
与
す
る
総

合
経
済
団
体
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
挨
拶
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
連
合
会
創
立
６０
周
年

を
記
念
し
、
商
工
会
法
施
行
５０
周

年
記
念
式
典
以
降
に
ご
退
任
さ
れ

た
、
県
連
会
長
・
商
工
会
長
の

方
々
の
在
任
中
の
ご
功
績
に
対
し

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
優
良
従
業
員
表
彰
は
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
所
に
て
永
年
に
わ
た
り
職

務
に
精
励
さ
れ
、
地
域
産
業
の
振

興
に
ご
功
績
の
あ
っ
た
、
１
７
９

名
の
受
賞
者
を
代
表
し
て
射
水
市

の
救
急
薬
品
工
業
株
式
会
社
　
永
田

清
則
様
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　
引
き
続
き
団
体
表
彰
と
し
て
、
農

商
工
連
携
推
進
に
お
い
て
顕
著
な
支

援
を
実
施
さ
れ
た
商
工
会
、
小
規
模

事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
積
極
的
に

活
用
し
、
小
規
模
事
業
者
の
販
路
拡

大
等
の
経
営
支
援
に
努
め
ら
れ
た
商

工
会
、
ま
た
、
個
人
表
彰
と
し
て
優

秀
な
経
営
支
援
事
例
を
提
案
し
た
職

員
を
表
彰
し
た
。

　
全
国
商
工
会
連
合
会
商
工
会
未

来
創
造
本
部
長
越
智
俊
之
様
に
全

国
連
に
て
取
り
ま
と
め
て
い
る
商

工
会
か
ら
国
へ
の
要
望
案
な
ど
に

つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
、
富
山

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
中
井
会

長
が
行
動
宣
言
を
行
っ
た
。

　
来
賓
の
新
田
知
事
、
五
十
嵐
県
議

会
議
長
、
藤
村
全
国
連
副
会
長
、

橘
慶
一
郎
衆
議
院
議
員
、
藤
井
富
山

市
長
、
舟
橋
立
山
町
長
か
ら
祝
辞
が

あ
り
、
出
席
さ
れ
た
全
て
の
来
賓
の

紹
介
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に
富
山
県

商
工
会
連
合
会
串
田
副
会
長
が
閉
会

の
辞
を
述
べ
た
。

　
県
商
工
会
連
合
会
は
10
月
５
日
、
富
山
国
際
会
議
場
に
お
い
て
、

創
立
60
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
た
。

　
式
典
に
は
、
商
工
会
役
職
員
や
青
年
部
・
女
性
部
員
・
商
工
同

友
会
員
等
、
来
賓
を
含
め
約
1
8
0
名
が
出
席
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
課
題
を
乗
り
越
え
、
地
域
経
済
の

活
性
に
向
け
て
商
工
会
活
動
に
取
り
組
む
決
意
を
新
た
に
し
た
。

ご講演中の本木克英監督 式辞を述べる宮本県連会長

祝辞を述べられる新田知事越智商工会未来創造本部長

感謝状を贈呈された前商工会長の皆様団体表彰を受ける４商工会長
（富山市北・入善町・富山市八尾山田・高岡市商工会）
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▽
表
彰
状

　県
連
会
長
・
商
工
会
長
感
謝
状

　
 

石
澤

　義
文

　

 

扇
原

　紀
昭

　
　岡
田

　正
夫

 

　吉
川

　毅
一

　
　飯
田

　良
榮

　

 

田
畑

　宏
継

　特
別
表
彰

　

 

富
山
市
北
商
工
会

　

　

 

入
善
町
商
工
会

　

　

 

富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会

　

 

高
岡
市
商
工
会

　特
別
表
彰
・
個
人
表
彰

　

 

富
山
市
北
商
工
会

　

　
　
　
　
　
　堀
井

　雅
俊

　

 

高
岡
市
商
工
会

　
　

　
　
　
　
　
　清
水
美
代
子

　

 

小
矢
部
市
商
工
会

　

　
　
　
　
　
　小
西

　祥
子

　

 

南
砺
市
商
工
会

　

　
　
　
　
　
　中
山

　顕
治

個人表彰を受賞された職員の皆様

行動宣言を述べる中井県青連会長

宮本会長から石澤最高顧問へ花束贈呈

行 動 宣 言

～ 地域とともに未来へ ～ 
富山県商工会連合会

　昭和３５年の商工会法施行、翌３６年の連合会法制化に伴い富山県商工会連合

会が設立されてから現在までの６０年間、本連合会は商工会とともに、「総合経

済団体」として地域の商工業の総合的な改善発達を図ってきた。また、中小企業、

とりわけ小規模事業者を対象に経営改善普及事業を実施する「支援団体」として、

事業者の育成・支援並びにまちづくりをはじめとする地域振興に努めてきた。こ

の間、商工会も合併を経て現体制となり、小規模企業振興基本法の制定等を背景

として社会構造や経済環境の変化に対応してきた。 

　しかしながら、近年、会員ニーズの多様化・高度化、事業承継や働き方改革、

生産性向上等の課題に加え、コロナ禍により経営環境が激変し県内の事業者は大

変厳しい状況にある。こうしたなか、富山県商工会連合会創立６０周年という節

目の年を迎えるに当たり、「商工会は行きます 聞きます 提案します～会員満足

向上運動～」の全国統一スローガンに立ち返り、事業者の育成・支援はもとより、

疲弊する地域経済の再生と健全な地域社会の維持・貢献のための商工会活動を強

力に展開していくことが使命となっている。 

　ここに、商工会並びに県・市町村・関係機関との連携をより強固にするととも

に、商工会組織一丸となり、中小企業・小規模事業者の持続的発展と地域活力の

再構築を支える担い手として、会員事業所の明るい未来に向け総力を結集し、当

面する重要課題の解決に向け、次のとおり行動することを宣言する。 

１．

２．

３．

４．

組織を挙げ、「指導」からきめ細やかな「伴走型支援」へ、巡回訪問を強

化するなど、事業者の信頼・期待に応えうる支援サービスを展開する。 

地域コミュニティの維持・創造活動の推進・災害対応力の強化等、地域が

豊かとなるよう最善を尽くす。 

会員に寄り添いニーズを把握するとともに、会員の意見を集約し、県や市

町村等へ積極的に施策提言する。 

時代の変化に即応するべく組織活性化や職員の資質向上等を図り、適時・

的確な支援を行う。 

採用時期及び人員：令和４年４月１日　若干名
勤務場所：富山県内の商工会又は商工会連合会
応募資格：高等学校以上を卒業もしくは卒業見込みの方で、令和4年4月1日現在の年齢が満35歳以下の方
　　　　  就職氷河期の影響により、やむなく非正規雇用又は無職であり、高等学校以上を卒業した

方であって、令和4年4月１日現在の年齢が満36歳以上で満45歳以下の方
受付期間：10月21日（木）から11月25日（木）まで（当日消印有効）
試験日：第１次試験　12月11日（土） 筆記試験（一般教養・適性検査）、面接試験
　　　　第２次試験　 1月15日（土） 役員面接試験（*第１次試験合格者）
受験手続：申込書に必要書類を添えて、富山県商工会人事管理委員会事務局（商工会連合会内）へ郵送
 * 詳しくは、富山県商工会連合会HPをご参照ください。 https://www.shokoren-toyama.or.jp/

令和４年度　富山県商工会職員募集
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中小企業景況調査結果 （2021年7月～9月期実績・2021年10月～12月期予想）

前期比、建設業は好転、製造業・小売業・サービス業は悪化した

業況天気図 （注）D.I とは、景気動向指数の略で、前年同期と比較して増加（好転）企業割合と、
減少（悪化）企業割合の差を示すものである。

10 月～ 12月
2020年
1月～ 3月 4月～ 6月 7月～ 9月 10月～ 12月

2021年
1月～３月 4月～ 6月

（今期）
7月～ 9月

（予想）
10月～ 12月

製 造 業

建 設 業

小 売 業

サービス業

D.I 値（前年同期比）表示マーク

20.1 ～ 快晴＝

5.1 ～ 20.0 晴れ＝

5.0 ～△ 5.0 曇り＝

△ 5.1 ～△ 20.0 小雨＝

△ 20.1 ～ 雨＝

　今期は、製造業△22.6（前期比-3.2ポイント）、建設業△5.0（同+10.0ポイント）、
小売業△50.0（同-22.5ポイント）、サービス業△41.4（同-22.1ポイント）となった。
　来期は、小売業△37.5（当期比+12.5ポイント）は好転を、製造業△25.8（同-3.2ポ
イント）、建設業△10.0（同-5.0ポイント）、サービス業△51.8（同-10.4ポイント）は悪
化を予想している。

　労働保険（労災保険と雇用保険の総称）は、労働者が予期せぬ労働災
害に遭遇した場合の「労災給付」や、失業した場合の「失業等給付」のほ
か、雇用の継続を援助、促進するための「高年齢雇用継続給付」、「育児休
業給付」、「介護休業給付」など、労働者の生活を保護、支援するために必
要な給付を行う政府管掌の保険です。
　また、事業主に対しては、雇用機会の増大を図るための各種助成金制
度があります。
　法人・個人を問わず、労働者（パート・アルバイト含む）を一人でも雇
用している事業主は、労働保険への加入が義務づけられています。
　労働保険に未加入の事業主は、すみやかに加入手続きをお願いします。

「労働保険」の加入手続きは
おすみですか
～労働者を一人でも雇用していれば
　　労働保険に加入する必要があります～

詳しくは各事業所の所在地を管轄する
ハローワークへお問い合わせください。

事業主の皆さまへ

　9月29日、ホテルグランテラス富山において富山県友好青年団体調印式が開催
された。

　この調印式は、県内の４つの経済
青年団体（（公社）日本青年会議所北陸
信越地区富山ブロック協議会、富山
県商工会議所青年部連合会、富山県
中小企業青年中央会、富山県商工会
青年部連合会）が友好関係を提携し、意見交換や情報交換を通してネットワーク
を構築し、各々の団体や個人が地域社会への貢献を通じ、活気ある富山県・日本
のために活動することを目的としている。
　今年度は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う差別的発言や差別的行為を行わ
ないなどとする「ＮＯコロナヘイト宣言」にも調印を行った。

富山県友好青年団体調印式
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回
5
第

　　
売
上
ア
ッ
プ
に
向
け
た
最
も
大
き
な
課
題
の
一
つ

が
集
客
で
す
。
今
回
は
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
の
集
客
ツ
ー
ル
を
上
手
く
活
用
し
て
問
合
せ
が
た

く
さ
ん
集
ま
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
お

伝
え
し
ま
す
。

　
ま
ず
集
客
ツ
ー
ル
を
通
じ
て
お
客
様
に
問
合
せ

や
来
店
な
ど
の
反
応
を
得
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
お
客

様
と
の
間
に
あ
る
３
つ
の
壁
を
知
っ
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
３
つ
の
壁
と
は
、
見
な
い
壁
・
信
じ
な

い
壁
・
行
動
し
な
い
壁
で
す
。

　
ま
ず
見
な
い
壁
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。皆
さ
ま

は
最
近
３
日
間
で
見
た
広
告
で
覚
え
て
い
る
も
の
は

あ
る
で
し
ょ
う
か
。人
は
一
日
に
数
百
の
広
告
を
目

に
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。新
聞
を
読
め
ば
記
事

広
告
が
あ
り
ま
す
し
、ス
マ
ホ
を
見
れ
ば
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
S
N
S
の
中
に
も
広
告
が
た
く
さ
ん
。道
を
歩

い
て
い
て
も
看
板
な
ど
の
広
告
を
た
く
さ
ん
目
に
し

ま
す
。し
か
し
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
見
て
い
な
い
か
、見

た
と
し
て
も
覚
え
て
い
な
い
も
の
で
す
。こ
の
お
客

様
の
見
な
い
壁
を
乗
り
越
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
よ
う
や
く
見
て
も
ら
え
た
と
し
て
も
次
に
信
じ

な
い
壁
が
あ
り
ま
す
。「
広
告
な
ん
だ
か
ら
良
く
見

せ
る
に
決
ま
っ
て
い
る
」
と
思
わ
れ
る
と
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
魅
力
が
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
価
値
を
感
じ

て
頂
け
る
工
夫
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
そ
し
て
何
と
か
信
じ
な
い
壁
を
乗
り
越
え
た
と

し
て
も
次
に
あ
る
の
が
行
動
し
な
い
壁
で
す
。
魅
力

的
だ
と
思
っ
た
と
し
て
も
「
あ
と
で
い
い
や
」
と
チ

ラ
シ
を
そ
こ
に
置
か
れ
れ
ば
他
の
荷
物
の
下
敷
き
に

な
り
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
う
い
っ
た
３
つ
の
壁
を
乗
り
越
え
る
に
は
下
記

の
５
つ
の
要
素
が
不
可
欠
で
す
。

①
タ
ー
ゲ
ッ
ト
訴
求
：
誰
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

の
か

「
今
月
中
に
お
申
込
み
頂
け
れ
ば
○
○
」
な
ど
の
限

定
感
を
出
す
こ
と
も
有
効
で
す
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
訴
求
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
・
メ
リ
ッ

ト
で
見
な
い
壁
を
、

メ
リ
ッ
ト
の
裏
付
け

で
信
じ
な
い
壁
を
、

反
応
装
置
で
行
動
し

な
い
壁
を
乗
り
越
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
日
本
人

は
左
か
ら
右
、
上
か

ら
下
に
目
線
が
動
く

と
言
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
集
客
ツ
ー
ル
を

つ
く
る
時
は
Z
の
法

則
を
意
識
す
る
と
さ

ら
に
効
果
的
で
す
。

是
非
皆
さ
ま
が
お
使

い
の
集
客
ツ
ー
ル
を

見
直
し
て
み
て
く
だ

さ
い
！

問
合
せ
が
激
増
す
る
集
客
ツ
ー
ル
に
必
要
な
５
つ
の
要
素

　
チ
ラ
シ
な
ど
で
「
○
○
な
方
へ
」
と
い
っ
た
書
き

方
を
目
に
す
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
訴
求
で
す
。
他
に
も
例
え
ば
ダ
イ
エ
ッ

ト
商
品
を
販
売
す
る
な
ら
お
腹
が
た
る
ん
だ
人
の

写
真
を
目
立
つ
位
置
に
配
置
す
れ
ば
同
じ
お
悩
み

を
持
つ
お
客
様
が
共
感
で
き
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
訴
求
に

な
り
ま
す
。

②
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
：
目
を
惹
く
魅
力
的
な
訴
求

　
「
リ
ピ
ー
ト
率
90
％
」
の
よ
う
に
数
字
を
使
う
パ

タ
ー
ン
、
「
え
っ
、
こ
れ
が
本
当
に
○
○
！？
」
の
よ

う
に
お
客
様
の
声
を
そ
の
ま
ま
使
う
パ
タ
ー
ン
、

「
損
を
し
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
人
は
見
な
い
で
く

だ
さ
い
」
の
よ
う
に
不
安
を
あ
お
る
パ
タ
ー
ン
な
ど

様
々
で
す
ね
。

③
メ
リ
ッ
ト
：
お
客
様
に
と
っ
て
の
価
値

　
「
ど
う
い
う
商
品
な
の
か
」
で
は
な
く
「
ど
の
よ

う
な
効
果
が
あ
る
の
か
」
「
ど
の
よ
う
な
お
客
様
の

未
来
を
つ
く
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
」
と
い
っ
た
価

値
を
訴
求
し
ま
す
。

④
メ
リ
ッ
ト
の
裏
付
け
：
メ
リ
ッ
ト
を
提
供
で
き
る

証
明
や
根
拠

　
メ
リ
ッ
ト
を
提
供
で
き
る
こ
と
が
本
当
だ
と
信
じ

て
頂
く
よ
う
訴
え
ま
す
。
例
え
ば
ラ
ン
チ
の
お
店
を

決
め
る
時
や
ネ
ッ
ト
で
買
い
物
を
す
る
時
、
お
客
様

の
レ
ビ
ュ
ー
コ
メ
ン
ト
は
参
考
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

こ
の
よ
う
に
お
客
様
の
声
は
強
力
な
メ
リ
ッ
ト
の
裏

付
け
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
設
備
や
技
術
の
こ
と
、

○
○
さ
ん
推
薦
！
と
い
っ
た
権
威
付
け
も
有
効
で
す
。

⑤
反
応
装
置
：
次
に
ど
の
よ
う
に
行
動
し
て
ほ
し
い
か

　
今
す
ぐ
お
電
話
く
だ
さ
い
！
と
電
話
番
号
を
併

記
し
た
り
、「
○
○
で
検
索
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、

ご
覧
に
な
っ
た
方
が
次
に
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

良
い
か
わ
か
る
よ
う
に
記
載
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
、

マーケティング編

遠藤 頑太
新潟県長岡市出身。新潟大学 経済学部卒業。
大学卒業後、東京の営業コンサルティング・営業
アウトソーシング会社に入社。中小企業から大手
企業・上場企業まで、様々な業種業態にわたる企
業の営業支援を行う。そこで培った営業・販売の
ノウハウを活かして「地域を若い人がもっと活躍
出来る場に変える」という使命をもってグローカル
マーケティングに入社。趣味はドライブと料理。

コンサルティング部 部長

デザイン打ち合わせ
素材選び お見積り デザイン

サンプル確認
仕上がり
納品

お問い合わせから仕上がりまで、丁寧に作業を進めていきます。

まずはお気軽にお問い合わせください TEL.076-427-1533

http://at-tshirt.com

高品質なオリジナルプリントウェアはアットTシャツにおまかせください！
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TEL：（076）423-3171（代表） www.cgc-toyama.or.jp 

中小企業・小規模事業者を支える身近なパートナー 

資金調達 

経営支援  創業支援 
事業承継 

信用保証 

お気軽にご相談ください 

など 

「日本公庫ダイレクト」はお客さまと日本公庫をつなぐ
お客さま（会員）専用のオンライン窓口です。

日本公庫ダイレクトの詳細や
会員登録方法は事業資金相談ダイヤル

※音声ガイダンスが流れた後に「１」を選択してください。※受付時間：平日9時～19時

（行こうよ！　   公 庫 ）

0120-154-505
検索日本公庫ダイレクト

！
料
無
録
登
員
会

各種証明書を
オンラインで
すぐに入手

所在地の
都道府県で開催される
セミナー情報の
確認や参加申込

日本公庫からの
各種おすすめ情報を
メールで確認

お取引状況を
オンラインで
すぐに確認

日本公庫ダイレクトで利用可能な主なサービス

日本公庫ダイレクトの利用方法

会員登録編

サービス名

どなたでもご利用いただけるサービス

内　　容

インターネット借入申込

融資に関するお問合せ

予約相談

メール配信

各種証明書のオンライン発行

お取引状況の確認
（注）１. 平日８：30～19：30にご利用いただけるサービスです。　２. 会員登録に加え、お取引先さま専用サービスの利用申請が必要となります。

「事業資金」や「国の教育ローン」の借入申込がオンラインで完結できます。

事業資金の融資制度や、借入申込の方法に関するご相談やお問合せの手続きが簡単にできます。

事業資金・教育資金のお申込やご返済について、支店等への来店相談やオンライン相談の予約ができます。
日本公庫からの各種おすすめ情報を受け取ることができます。

ご融資金残高証明書などの各種証明書をオンラインですぐに入手できます。

ご融資金額やご融資金残高等のお取引状況をオンラインですぐに確認できます。

日本公庫のホームページに掲載しているセミナーのうち、会員登録時の住所地で開催されるもの等が簡単に確認できます。
日本公庫がホームページ上で参加の申込を受付しているセミナーへの申込手続きが簡単にできます。

お取引先さま専用サービス（注） 

セミナーの開催確認・
参加申込

ＳＴＥＰ１ 次のいずれかの方法で「日本公庫ダイレクト」にアクセス

ＳＴＥＰ2 会員規約に同意のうえ、「新規会員登録へ」をクリック

ＳＴＥＰ3 必要事項を入力して内容を確認のうえ、「送信する」をクリック

ＳＴＥＰ１ 日本公庫ダイレクトのログイン後トップ画面（中段）からお取引先
さま専用サービスの「利用申請へ」にアクセス

ＳＴＥＰ2 必要項目を入力のうえ申請

ＳＴＥＰ3 後日、本人限定受取郵便にて郵送されるお取引先さま専用サービ
スのパスワードで日本公庫ダイレクトにログインし、利用を開始

ＳＴＥＰ4 日本公庫ダイレクトから届くメールに記載されているＵＲＬに
アクセスのうえ、お客さまの情報やログインパスワード等を
登録し、利用を開始

日本公庫のホームページ（中段）の「日本公庫ダイレクト」から二次元コードから

今後、サービスを拡充予定！

お取引先さま専用サービスの利用申請編

「お取引先さま専用サービス」をご利用いただく場合は、「会員登録」に加えて、次の
お手続きが必要となります。

クリック

クリック
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イベント名 開催日 お問合せ先

おやべイルミ2021

ツゥインクルナイトin射水2021

ふれあい青空市「やまだの案山子」

おわら特別ステージ

11/20（土）～1/8（土）
点灯時間17：00～21：00

11/21（日）～2/15（火）
点灯時間17：00～24：00

12月（月・火・水・土・日）

12月中に開催予定

おやべ光のまちプロジェクト
実行委員会

射水市商工会

やまだの案山子

越中八尾観光協会

0766-68-0932

0766-55-0072

076-457-2333

076-454-5138

※新型コロナウイルス感染症の影響で、イベント開催が延期、または中止になる場合があります。詳細は各イベント問合せ先にご確認ください。

各地 1 2月のイベント

短期コース富山県商工会連合会では、中小・小規模事業者からの経営相談の対応を
行う嘱託専門指導員を設置し事業者の支援体制の強化を図ります。

■コロナ対策を含めた支援制度等を事業者へ周知し、それぞれの相談案件
に適した制度を活用していただく事を目的とします。

■中小・小規模事業者が抱える専門的、多岐にわたる経営課題に専門指導
員が対応します。

■相談方法　来会、電話、Zoom

【税理士】
　菅原  昌仁 氏〔創業・事業承継・財務分析等〕
【中小企業診断士】　
　丸亀 　 徹 氏〔経営一般・事業計画策定・補助金活用支援等〕

コロナ対策経営相談窓口体制強化事業

お気軽に
ご相談
ください。

窓口相談日（富山県商工会連合会）

菅原  昌仁 氏 丸亀 　 徹 氏

11/11㈭・11/18㈭11月 11/9㈫・11/16㈫
13：00～17：00 9：00～13：00

12/2㈭・12/16㈭12月 12/7㈫・12/14㈫

相談無料

事前予約制　
お近くの商工会に
お申込みください

原則 集合研修

氏
［㈱横田アソシエイツ代表取締役、慶應義塾大学大学院特任教授］

よこ　た こう いち

コース№

�� 中小企業のための　SDGｓの考え方・進め方

講師 横田 浩一

15名定　員

開催初日の約2週間前申込締切日

22,000円（税込）受講料

■プロフィール

受講料納入期限　受講決定通知書でご案内

早稲田大学卒業、日本
経済新聞社を経て
2011年より現職。11年
～14年に流通科学大
学商学部特任教授、15
年～慶応義塾大学大
学院政策・メディア研

究科特任教授。企業のブランティング、
マーケティング、SDGsなどのコンサル
タント。中小機構、大手企業研修などで、
SDGsをテーマとした講演の実績多数。
地方創生やSDGsの中高生向け教育に
携わる。朝日新聞デジタル「ビジネス
パーソンのためのSDGs講座」連載

各日 10：00～17：00
11月25日㊍・26日㊎開催日

対象者 経営者・経営幹部

■ 中小企業大学校金沢キャンパスとの連携研修

※オンライン希望は要事前相談

（     　　　　　　）SDGs対応を検討中の方、企業
価値の高め方を学びたい方等

講　座　内　容

　

❶ SDGｓの基礎  
ＳＤＧsの概要を学び、中小企業に
とってのSDGｓに取り組むメリット
を学びます。

❷ 事例研究 経営に取り入れるSDGｓ  
ＳＤＧsを経営に活かしている事例
を元に、社内外にもたらす影響や効
果について学びます。

❸ SDGｓと事業を結びつける   
自社にとってのＳＤＧsを認識し、効
果的に取り入れるために、事業とどの
ように結びつくかを検討します。

❹ 実践につながる計画づくり  
ＳＤＧs視点で再認識した経営資源、
目標（ビジョン）を基に、実現に向
けた計画を作成します。

参加者
募集中

国の「月次支援金」に上乗せして事業者を支援する
「富山県事業持続月次支援金」について

まん延防止等重点措置等の影響により月間売上が大幅に
減少した事業者を支援する国の「月次支援金」について

　国の「月次支援金」の給付決定を受けた事業者の事業継続や立て直し
を支援するため、国の「月次支援金」に上乗せして給付する「富山県事業
持続月次支援金」の申請受付を開始しましたので、お知らせします。
１　給付対象
国の「月次支援金」の給付要件を満たし、給付決定を受けた県内事業者

２　給付額

※1　「県飲食業関連事業者支援給付金(第２次)」との併給可能。ただし、当該給
付金の受給月に係る「県事業持続月次支援金」の額は、当該給付金額を控除
(上記金額を限度)した額

※2　酒類販売事業者の給付額は、上記金額と国の「月次支援金」制度における
売上減少額から国の「月次支援金」給付額を控除した額のいずれか小さい額

３　申請期間　令和3年10月22日～令和4年1月31日（8月分、9月分ともに）

　緊急事態措置またはまん延防止等重点措置に伴う「飲食店の休
業・時短営業」や「外出自粛等」の影響により、売上が50％以上減少
した中小法人・個人事業者等の皆さまには、事業の継続・立て直しに
向け、国の「月次支援金」の給付による支援が受けられます。
１　給付対象
次の①と②の要件を満たせば、業種や地域を問わず給付対象と
なり得ます。
①　緊急事態措置またはまん延防止等重点措置に伴う飲食店の休
業・時短営業または外出自粛等の影響を受けていること。
②　緊急事態宣言またはまん延防止等重点措置が適用された対
象月の月間売上が2019年または2020年の同じ月と比べて
50％以上減少していること。
※　ただし、飲食店等への時短要請に係る県の協力金の支給対象の事
業者は対象外

２　給付額
2019年または2020年の対象月と同じ月の売上－2021年の対
象月の売上

３　申請期間　原則、対象月の翌月から２ヶ月間
　　　　　  ８月分：９月１日～10月31日　９月分：10月１日～11月30日

■お問い合わせ先

月次支援金相談窓口 0120ー211ー240
受付時間 8：30～19：00（土日、祝日を含む全日対応）
https://ichijishienkin.go.jp/getsujishienkin

■お問い合わせ先

富山県事業持続月次支援金コールセンター  076ー444ー5380
受付時間 9：00～17：00（平日）https://www.tonio.or.jp/info/getsujishien/

　 上限額 中小企業等 20万円/月　 個人事業者等 10万円/月

給付額 ※1

上
　限
　額

中小企業等

個人事業者等

一般事業者
（酒類販売事業者以外） 酒類販売事業者

国の「月次支援金」
給付額の１/２

国の「月次支援金」給付額と同額
ただし、月間売上額の減少割合が
大きい場合は給付額を割り増し※2

10万円/月

 ５万円/月

▲50％以上　20万円/月
▲70％以上　40万円/月
▲90％以上　60万円/月
▲50％以上　10万円/月
▲70％以上　20万円/月
▲90％以上　30万円/月

８月分・９月分
それぞれ
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支援金・補助金・助成金・融資制度のご案内
支援金・助成金制度

月次支援金

小規模事業者
持続化補助金

ものづくり・商業・
サービス生産性
向上促進補助金

事業再構築補助金

富山県事業再構築
支援事業費補助金

IT導入補助金

雇用調整助成金

新型コロナウイルス
感染症特別貸付

経済変動対策
緊急融資

新型コロナウイルス
感染症対策枠

緊急経営改善資金
（借換資金）

申請相談窓口
TEL 0120-211-240

各商工会
富山県商工会連合会
TEL 076-441-2716

ものづくり補助金事務局
サポートセンター
TEL 050-8880-4053

事業再構築補助金事務局
TEL 0570-012-088

県商工労働部
地域産業支援課
商業活性化係
TEL 076-444-3253

サービス等生産性向上
ＩＴ導入支援事業
コールセンター
TEL 0570-666-424

富山労働局助成金センター
TEL 076-432-9162

日本政策金融公庫
富山支店 国民生活事業
TEL 076-431-1191
高岡支店 国民生活事業
TEL 0766-25-1171

県商工労働部地域産業支援課
TEL 076-444-3248

県商工労働部地域産業支援課
TEL 076-444-3248

内　　容 申請期間等 備　　考

融資制度 内　　容 備　　考

緊急事態措置又はまん延防止等重点措置に伴う「飲食店の
休業・時短営業」や「外出自粛」の影響で、売上が2019年か
2020年の同月比で50％以上減少した事業者を支援

［給付上限額］中小法人：月20万円/個人事業者：月10万円

［一般型］最大50万円、補助率：2/3
小規模事業者が経営計画を作成して取り組む販路開拓等の
取組を支援

［低感染リスク型ビジネス枠］最大100万円、補助率：3/4
ポストコロナに向けて顧客や従業員との接触機会を今より
も減らす新たなビジネスやサービス、生産プロセスの導入を
行う小規模事業者を支援
※電子申請でのみ受け受けます（Jグランツ）

新製品・サービス・生産プロセスの改善に必要な設備投資等
を支援

［一般型］
最大1,000万円、補助率：通常枠…中小1/2、小規模2/3
低感染リスク型ビジネス枠…2/3
[グローバル展開型] 
最大３，０００万円、補助率：通常枠…中小1/2、小規模2/3
低感染リスク型ビジネス枠…２／３

新分野展開、業態転換、事業・業種転換、事業再編又はこれ
らの取組を通じた規模の拡大等、思い切った事業再構築に
意欲を有する中小企業等の挑戦を支援
[通常枠] 最大8,000万円、補助率：中小企業2/3
[卒業枠] 最大１億円、補助率：中小企業2/3

国の「中小企業等事業再構築促進事業（通常枠）」の採択及
び国の交付決定を受け、県内で実施する補助事業を支援
上限額：2,000千円、補助率：1/12　　
※申請には売上減少条件等あり。
※2022年2/28までに事業を完了のうえ実績報告書を提出す

る見込みがあること

ITツール導入による業務効率化等を支援
［通常枠］最大450万円、補助率：1/2以内
［低感染リスク型ビジネス枠］

最大450万円、補助率：2/3以内

経営上の理由により事業活動の縮小を余儀なくされ、一時
的に休業等を行った事業主の休業手当等の一部（一定の要
件を満たす場合は全額）を助成

［申請期間］　
対象月の翌月から2カ月間
9月分：10/1～11/30

10月分：11/1～12/31

〈第7回締切〉
2022年2月4日（金）

〈第4回締切〉
2021年11月10日（水）

〈第5回締切〉
2022年1月12日（水）

〈第6回締切〉
2022年3月9日（水）

〈第8次締切〉
2021年11月11日（木）
※第8次終了後も受付継

続予定

〈第4回〉
2021年10月中公募開始
〜12月中旬頃まで

〈第5回〉
2022年1月中公募開始
〜3月頃まで

〈交付申請締切〉
2022年2月28日（月）

〈第4次締切〉
2021年11月17日（水）

〈第5次締切〉
2021年12月中予定

新型コロナウイルス感染症の影響により一時的に業況悪化を来している事業者を対象
◆融資限度額：8,000万円（別枠）
◆返済期間：運転資金15年以内（うち据置期間5年以内）
　　　　　  設備資金20年以内（うち据置期間5年以内）
※一部の対象者は基準利率から△0.9％の部分に対して利子補給を受けることで当初3年間が

実質無利子

新型コロナウイルス感染症の発生に起因して、事業に影響を受けた中小企業者を対象
◆融資限度額：1億6,000万円（運転資金）
　（「富山県新型コロナウイルス感染症対応資金」融資限度額6,000万円を含む）
◆返済期間：運転資金7年以内（うち据置期間1年以内）

新型コロナウイルス感染症の発生に起因して、事業に影響を受けた中小企業者であっ
て、経営改善計画を策定し、借換えを行うことにより経営改善が期待される中小企業
者を対象
◆融資限度額　一般枠：8,000万円、小口枠：2,000万円
◆返済期間：10年以内（うち据置期間1年以内）

※記載内容は2021年10月11日現在の情報です。ご利用の際はお近くの商工会、または富山県商工会連合会にお問い合わせください。

（ 　　　　）


